
【資料３】国民保護計画素案の主な内容２ 

 

１ 研修及び訓練 

研 修 全職員への研修のほか、各施設等において必要となる研修を実施 

訓 練 炊き出し訓練などの基礎的訓練、図上訓練、実動訓練を実施 

 

２ 安否情報の収集等（「別添１」参照） 

収集場所等 収容施設、被災現場、病院等施設、死体安置所等で収集し、国へ報告 

情報の内容 氏名、生年月日、性別、居所（死体の所在）、状況（死亡の日時等）等 

照会への回答 照会者本人に対し、原則として、照会に係る者の同意に基づき回答 

 

３ 武力攻撃災害への対処（「別添２」参照） 

措置の原則 消防法等の既存の法体系により武力攻撃火災等に対処 

国、県等からの情報に基づき、県知事からの要請により必要な措置を実施 
Ｎ Ｂ Ｃ 災 害 

汚染物件等の占有者等に対し、その物件等の移動制限や廃棄等を命ずる。 

 

４ 国民生活の安定 

生活関連物資等の価格の安定に必要な措置の実施 

被災児童に対する教育等の避難住民等の生活の安定に必要な措置の検討 実 施 措 置 

上下水道等のライフライン施設の機能の確保 

 

５ 復旧等 

復旧の原則 国が示す方針等に基づき、県と連携して実施 

権利利益の救済 国民保護措置の実施に伴う損失補償、実費弁償、損害補償を実施 

 


